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台
湾 

台
北
市
士し

り
ん
く
林
区
か
ら
友
好
交
流
訪
問
団
が
来
萩

　

萩
市
民
号
は
、
萩
ゆ
か
り
の
地
を
訪

問
し
、
先
人
の
足
跡
を
辿
り
、
偉
業
に

触
れ
、
学
ぶ
こ
と
で
、
偉
大
な
功
績
を

広
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
士
林
区
か
ら
の
表
敬
訪

問
の
際
に
区
長
か
ら
、
10
月
２
日
に

台
湾
で
開
催
さ
れ
る 

「
国
際
文
化
の
日

（
国
際
文
化
節
）」
に
招
待
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
楫
取
道
明
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る

台
北
市
士
林
区
を
訪
問
す
る
萩
市
民
号

を
派
遣
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
２
日（
日
）～
４
日（
火
）

２
泊
３
日

■
参
加
料　

１
人
７
～
８
万
円
程
度

▼
10
月
２
日
（
日
）

市
役
所 

→
福
岡
空
港 

→ 

台
北
空
港

→ 

「
国
際
文
化
の
日
（
国
際
文
化
節
）」

参
加
→
台
北
市
内
宿
泊

▼
10
月
３
日
（
月
）

市
内
視
察（
楫
取
道
明
ゆ
か
り
の
地
、

故
宮
博
物
館
な
ど
）→ 

台
北
市
内
宿
泊

▼
10
月
４
日
（
火
）

市
内
視
察 

→ 

台
北
空
港 

→ 

福
岡
空

港 

→ 
市
役
所

※
行
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

10月２日日～４日火

（
２
泊
と
も
２
人
１
室
利
用
、
食
事
付
）

■
定
員　

20
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方
（
①
高

校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
②
海
外
渡

航
の
た
め
健
康
に
自
信
の
あ
る
方
）

■
募
集
期
間　

８
月
15
日
～
25
日

■
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
備
え
付
け

の
申
込
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
持
参
ま
た
は
電
話

■
申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５ 

萩
市
企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
、メ
ー
ル

kikaku@
city.hagi.lg.jp

）

◎
芝
山
巌
と
六ろ

く
し氏

先
生　

初
代
台
湾
総

督
府
学
務
部
長
・
伊い
さ
わ沢

修し
ゅ
う
じ

二
の
求
め
に

応
じ
て
楫
取
道
明
ら
６
人
の
教
師
は
、

明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
７
月
か
ら
台

湾
の
教
育
の
聖
地
で
あ
る
、
芝
山
巌
の

学が
く
ど
う堂
で
日
本
語
を
教
え
ま
す
。
翌
年
明

治
29
年
１
月
１
日
、
元
旦
の
拝
賀
式
に

出
席
す
る
た
め
、
芝
山
巌
を
出
た
一
行

は
襲
わ
れ
、
非
業
の
死
を
遂
げ
ま
す
。

　

命
を
か
け
て
教
育
の
必
要
性
を
説
い

た
６
人
は
「
六
氏
先
生
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
姿
は「
芝
山
巌
精
神
」と
し
て
人
々

の
間
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。　

■
主
な
行
程
（
予
定
）

萩市民号
　

７
月
31
日
か
ら
８
月
３
日
、
台
湾
の
台

北
市
士
林
区
か
ら
友
好
交
流
訪
問
団
が
萩

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

両
都
市
の
関
係
は
、
萩
出
身
の
初
代
群

馬
県
令
、
楫
取
素
彦
と
松
陰
の
妹
・
寿ひ
さ

の

次
男
・
楫
取
道
明
が
近
代
教
育
の
先
駆
け

に
な
ろ
う
と
、
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）

に
台
湾
に
渡
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
教
育
に
身
命
を
賭
し
た
楫
取

道
明
の
熱
い
志
を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
成

26
年
11
月
、
行
政
・
議
会
・
経
済
観
光
団

体
等
で
構
成
す
る
視
察
団
を
派
遣
し
、
教

育
の
聖
地
で
あ
る
芝し
ざ
ん
が
ん

山
巌
の
墓
地
や
記
念

碑
へ
献
花
す
る
と
と
も
に
、
士
林
区
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。今
回
の
訪
問
団
は
、

そ
の
答
礼
と
し
て
来
萩
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
を
訪
れ
た
の
は
、
台
北
市
士
林
区

の
江こ
う

慶け
い
き輝
区
長
、
傑
け
っ
し
ゅ
つ出
市
民
協
会
の
林り
ん

秀し
ゅ
う
そ
う宗

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
５
人
の

訪
問
団
に
加
え
、
台
北
駐
福
岡
経
済
文
化

弁べ
ん
じ
し
ょ

事
処
の
戎
え
び
す

義よ
し
と
し俊
処し
ょ
ち
ょ
う
長
ら
４
人
を
含
む

９
人
で
、
８
月
１
日
に
は
歓
迎
交
流
会
を

開
催
し
、
野
村
市
長
を
は
じ
め
約
50
人
が

出
席
し
て
友
好
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
に
は
、市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

野
村
市
長
や
西
島
市
議
会
議
長
ら
と
懇

談
、
今
後
の
友
好
都
市
交
流
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
野
村
市
長
は
「
地
名

の
由
来
の
よ
う
に
、
士
林
区
は
志
あ
る
若

者
が
林
の
ご
と
く
い
る
、
台
湾
の
教
育
の

聖
地
。
ま
た
、今
春
か
ら
は
台
湾
で
も『
花

燃
ゆ
』
が
放
映
さ
れ
、
松
下
村
塾
へ
の
関

心
も
持
た
れ
て
い
ま
す
。
友
好
交
流
が
続

く
よ
う
願
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
江

区
長
は
「
萩
市
と
士
林
区
は
と
も
に
教
育

と
観
光
の
ま
ち
。
今
後
、
交
流
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

訪
問
期
間
中
は
、
楫
取
道
明
の
墓
や
萩

博
物
館
な
ど
市
内
の
観
光
地
を
見
学
。
ま

た
、
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会
や
お
船
謡

な
ど
を
観
覧
。
市
民
総
踊
り
に
飛
び
入
り

で
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
と
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

～楫
か と り

取道
みちあき

明（楫取素
もとひこ

彦の次男）ゆかりの地をめぐる～
台
湾 

台
北
市
士し

り
ん
く
林
区
か
ら
友
好
交
流
訪
問
団
が
来
萩江慶輝区長（左）と野村市長

萩
市
民
号
参
加
者
募
集

楫取道明がつなぐ縁から友好交流へ

～
楫
取
道
明（
楫
取
素
彦
の
次
男
）

　
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
～

市民総踊り「ヨイショ
コショパレード」にも
飛び入り参加（２日）

萩
市
と
台
北
市
士
林
区

楫
取
道
明
が
つ
な
ぐ
縁
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石巻市訪問
萩出身の川村孫兵衛重吉 北上川改修から 400 年

友好都市報告

　

石
巻
市
訪
問
団
は
、
野
村
市
長
、
西
島

市
議
会
議
長
の
ほ
か
、
観
光
関
係
者
ら
13

人
。
初
め
に
、
石
巻
市
役
所
の
亀
山
紘
ひ
ろ
し

市
長
を
表
敬
訪
問
。
４
月
の
調
印
式
で
の

来
萩
の
お
礼
と
と
も
に
、
今
後
の
観
光
や

歴
史
・
文
化
な
ど
で
友
好
関
係
を
深
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
孫
兵
衛
翁
の
銅
像
が
建
立
さ

れ
て
い
る
日ひ
よ
り
や
ま

和
山
公
園
に
移
動
。
銅
像
前

で
、
萩
市
の
花
・
ツ
バ
キ
の
苗
木
を
、
両

市
長
や
子
孫
の
川
村
潤じ
ゅ
ん
い
ち

一
さ
ん
ら
関
係

交
流
を
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
亀
山

市
長
も
「
本
日
、
植
樹
し
た
ツ
バ
キ
が
大

き
く
成
長
す
る
よ
う
に
、
両
市
の
友
好
関

係
が
永
遠
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
絆
を
強
く
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
交
流
会
で
は
、
亀

山
市
長
を
は
じ
め
、
石
巻
市
の
議
会
、
経

済
、
観
光
、
文
化
関
係
者
58
人
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
め
、
萩
出
身
の
川
村
孫ま

ご

べ

え

兵
衛
重し

げ
よ
し吉

は
東
北
一
の
大
河
で
あ
る
北
上
川
の
改
修

や
石
巻
の
築
港
を
手
掛
け
、
奥
州
の
海
運
ル
ー
ト
を
開
発
し
、
石
巻
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

し
ま
し
た
。
そ
の
孫
兵
衛
翁
が
北
上
川
の
改
修
に
着
手
し
て
４
０
０
年
の
節
目
と
な
る
本
年

４
月
８
日
、
萩
市
は
宮
城
県
石
巻
市
と
友
好
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

孫
兵
衛
翁
の
功
績
を
た
た
え
、
毎
年
７
月
31
日
・
８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
「
石
巻 

川

開
き
祭
り
」
で
は
、
孫
兵
衛
翁
の
供
養
祭
や
東
日
本
大
震
災
供
養
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、「
孫
兵
衛
船
競
漕
」
な
ど
諸
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
友
好
交
流
を
深
め
る
た
め
、
７
月
30
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
、
石
巻
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

孫兵衛船（競漕前の様子）
孫
兵
衛
の
銅
像
前
に

ツ
バ
キ
を
記
念
植
樹

7月30日

孫
兵
衛
船
競
漕
の
見
学
や

墓
前
供
養
祭
に
参
加

7月31日

供
養
祭
や
、１
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ「
石

巻 

川
開
き
祭
り
」
の
会
場
（
北
上
川
ほ

と
り
）
で
行
わ
れ
た
川
村
孫
兵
衛
翁
報
恩

供
養
祭
・
東
日
本
大
震
災
供
養
祭
等
に
参

加
し
、
孫
兵
衛
翁
に
対
す
る
報
恩
感
謝
の

祭
り
と
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

◉
石
巻
市
訪
問
を
終
え
て

　

萩
市
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
孫

兵
衛
翁
が
、
石
巻
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

恩
人
と
し
て
地
元
で
は
尊
敬
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
強
く
実
感
し
た
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。
孫
兵
衛
翁
が
取
り
持
つ
不
思
議
な
縁

を
生
か
し
、
両
市
の
交
流
と
連
携
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
）

　

２
日
目
は
、
昭
和
50
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
孫
兵
衛
船
競
漕
」
の
予
選
レ
ー
ス
を
見

学
。「
孫
兵
衛
船
競
漕
」
は
、
東
日
本
大

震
災
の
津
波
に
よ
り
船
が
被
災
し
途
絶
え

て
い
ま
し
た
が
、萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

萩
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
の
船

の
寄
贈
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
本
格

的
に
復
活
し
て
い
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
は
、
孫
兵
衛
翁
の
墓
の
あ
る

普ふ
せ
い
じ

誓
寺
で
行
わ
れ
た
川
村
孫
兵
衛
翁
墓
前

川村孫兵衛の銅像を前に

者
で
記
念
植
樹
し
、
記
念

プ
レ
ー
ト
を
除
幕
し
ま
し

た
。
野
村
市
長
は
「
孫
兵

衛
翁
は
萩
で
も
知
る
人
ぞ

知
る
人
物
で
、
石
巻
で
今

も
讃
え
て
い
た
だ
き
感
謝

す
る
。
萩
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

き
た
い
。
今
後
も
両
市
の

　

■
市
長
コ
ラ
ム
No.134

　

北
上
川
大
改
修
工
事
開
始
か
ら

４
０
０
年
と
な
る
節
目
の
今
年
、
石

巻
の
川
開
き
祭
り
に
招
待
を
受
け
、

議
会
・
各
団
体
の
代
表
者
と
と
も
に

参
加
。
萩
出
身
の
川
村
孫
兵
衛
重
吉

翁
が
責
任
者
と
な
り
、
10
年
の
歳
月

を
か
け
成
し
遂
げ
た
。

　

石
巻
の
開
祖
、
重
吉
翁
へ
の
報
恩

感
謝
の
多
彩
な
行
事　

― 

仏
教
会

合
同
の
法
要
、
神
社
の
神
事
、
孫
兵

衛
船
に
よ
る
競
漕
大
会
等
々 

― 

が

毎
年
展
開
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
家
家

臣
の
重
吉
が
、
伊
達
家
に
土
木
技
術

の
才
を
見
込
ま
れ
ス
カ
ウ
ト
。
慶
長

三
陸
大
津
波
の
５
年
後
に
、
災
害
復

旧
と
北
上
川
河
口
等
の
大
改
修
を
担

当
。
見
事
に
成
し
遂
げ
、
田
畑
の
整

備
、
北
上
川
流
域
か
ら
の
米
の
輸
送

を
可
能
と
し
、
江
戸
へ
の
搬
送
路
を

確
保
。
伊
達
藩
に
も
農
民
に
も
多
大

な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

３
・
11
津
波
災
害
か
ら
５
年
と
い

う
同
様
の
時
期
に
、
果
敢
な
対
応
で

今
日
の
石
巻
の
基
礎
を
築
い
た
萩
出

身
の
先
人
の
偉
業
に
対
し
、
４
０
０

年
経
た
今
な
お
「
報
恩
感
謝
」
の
大

行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

改
め
て
心
を
打
た
れ
た
。
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平
成
25
年
７
月
28
日
に
萩
市
東
部
地
域

を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
、
３
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
須
佐
地
区
で
は
、
１
時

間
に
１
３
８・５
㎜
と
い
う
猛
烈
な
豪
雨

を
観
測
。
死
者
２
人
、
行
方
不
明
者
１
人

の
ほ
か
、
８
０
３
戸
の
住
宅
被
害
を
は
じ

め
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ

り
、
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
、

市
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
場

所
で
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
復

集
中
豪
雨
災
害
か
ら
３
年

萩
市
東
部
地
域

7.28

区　　分 事業別
（１件当たり事業費）

全体件数
Ａ

発注・着手件数 完了件数

Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ａ

公共土木施設災害復旧
補助事業（60万円以上） 270 件 270 件 100.0％ 269 件 99.6％

小災害（30〜60万円） 210 件 210 件 100.0％ 210 件 100.0％

農地・農業用施設災害復旧
補助事業（40万円以上） 474 件 474 件 100.0％ 474 件 100.0％

小災害（13〜40万円） 329 件 329 件 100.0％ 329 件 100.0％

林業施設災害復旧
補助事業（40万円以上） 18 件 18 件 100.0％ 18 件 100.0％

小災害（13〜40万円） 23 件 23 件 100.0％ 23 件 100.0％

■土木・農地等災害復旧工事（補助事業・小災害）

（平成 28 年７月末現在）

※件数は災害査定を行った箇所数。

　市が管理する河川や道路、農地・農業用施設などの補助事業と
小災害復旧事業（小災害）の災害復旧工事はすべての発注・着手
を終えました。また、公共土木施設災害復旧工事のうち、県工事
である須佐地域の港橋の河川改修と同時施工となる１件（平成
29 年３月末完成予定）を除き、すべての工事が完了しました。

港橋周辺（須佐地区、８月上旬）

萩市民防災の日関連行事
７月28日、市役所

　市災害対策本部の職員ら約 90 人が犠牲になられた方へ黙祷を
捧げた後、野村市長が、「災害のことを決して忘れることなく、
今後の防災をしっかりやっていこうという覚悟で３年間臨んでき
た。もし同じような災害が起っても人的被害などがないように、

防災意識を高めてしっかり対応できるよう
にすることが、『萩市民防災の日』の意義。
今後の防災行政に役立てていこう」と訓
示。また、「市が合併して初めての共同作
業だった。合併したからこそ、復旧が短期
間でできたと思う。この災害を契機に、地
域の皆さんが力を合わせて行ったことを忘
れず、須佐、田万川、むつみ地域で農業や

事業が継続できるよう、また新たに取り組んでもらっているもの
には全力で支援していきたい」と復興への思いを述べました。
　その後、災害を間近で対応した職員の体験談や、当時の映像な
どにより、被害の状況を振り返るとともに、当時と同規模の災害
を想定し、地図を使った状況を判断や意思決定を行う「図上訓練」
により、緊急時の体制などの確認を行いました。
■問い合わせ　防災危機管理課（２５・３８０８）

図上訓練で連絡体制を確認

災害復旧工事の着手状況等
■問い合わせ　災害復興局（０８３８７・6・２２１４）

旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、市
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

７
月
28
日
を
「
萩
市
民
防
災
の
日
」、
ま

た
昭
和
58
年
の
山
陰
豪
雨
災
害
が
発
生
し

た
７
月
23
日
か
ら
29
日
を
「
萩
市
民
防
災

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
３
年
の
節
目
と
な
る
７
月
28
日
、
市
役

所
で
「
萩
市
民
防
災
の
日
関
連
行
事
」
を

実
施
、
図
上
訓
練
な
ど
に
よ
り
、
防
災
へ

の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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見
島
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
開
始

　

見
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
要
介
護

者
（
要
介
護
１
～
５
）
の
方
も
利
用
で
き

る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
、
８
月
15
日
か
ら

開
始
し
ま
す
。

■
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は

　

要
介
護
者
が
、
可
能
な
限
り
自
宅
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
自
宅
に
こ
も
り
き
り
の
利
用
者
の

孤
立
感
の
解
消
や
心
身
機
能
の
維
持
回
復

だ
け
で
な
く
、
家
族
の
介
護
の
負
担
軽
減

な
ど
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
見
島
に
居
住
す
る
要
介
護

の
方
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
島
外
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
を
利
用
す
る
し
か
な
く
、
定
期
船
等
の

乗
船
と
港
か
ら
施
設
ま
で
の
移
動
は
、
高

齢
者
や
ご
家
族
に
と
っ
て
身
体
的
に
も
、

経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

■
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
で
は
、
見

島
の
高
齢
者
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
見
島
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
内
の
「
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
み

し
ま
」
の
空
き
室
等
を
利
用
し
た
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
開
始
し
ま
す
。

　

介
護
し
て
い
る
方
が
冠
婚
葬
祭
等
の
急

用
で
見
島
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
時
や
、
一
時
的
に
介
護
か
ら
開
放

さ
れ
休
息
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
料
（
１
日
当
た
り
）　

▽
要
介
護

１
～
５
の
方　

４
６
３
円
、▽
要
支
援
１
・

２
の
方
ま
た
は
自
立
の
方　

３
９
２
円

※
食
費
代
は
別
途
必
要
。

■
利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

見
島

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
２
３
・
２
８
２
８
）

シリーズ 健康長寿のまちをめざして

シリーズ⑦ 「萩市健康維新のまちプロジェクトチーム」を設置
　

市
は
、
７
月
14
日
、
県
内
で
も
低
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
て
、
市
役
所
の
各
部
署
が
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
一
体
的
に
取

り
組
む
「
萩
市
健
康
維
新
の
ま
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、す
べ
て
の
世
代
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、い
き
い
き
と
楽
し
く
、明
る
く
豊

か
に
暮
ら
す
た
め
、健
康
な
家
庭
、地
域
、

社
会
を
目
指
す
こ
と
で
、健
康
な
ま
ち
・
萩

を
創
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
健
康
増
進
に
取
り
組
む
保
健
・

福
祉
部
局
だ
け
で
な
く
、
教
育
、
農
林
・

水
産
、
商
工
・
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
地
域

づ
く
り
の
組
織
が
協
力
し
て
、「
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
平
成
25
年
度
の
健
康
寿
命
（
平
成
28
年

３
月
発
表
）　

▽
男
性 

75
・
93
歳
（
県
平

均
78
・
24
歳
、
13
市
中
12
番
目
）　

▽
女

性 

83
・
24
歳
（
県
平
均
83
・
59
歳
、
13

市
中
９
番
目
）

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課　
（
２
５
・
３
５
８
５
）

　

昭
和
51
年
９
月
４
日
、
堀
内
地
区
・

平
安
古
地
区
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
と
し
て
全
国
で
初
め
て

選
定
さ
れ
、
今
年
で
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
浜
崎
地
区
選
定
か
ら
15
周

年
、
佐
々
並
市
地
区
選
定
か
ら
５
周
年

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
記
念
し
て
、
萩
市
伝
建
地

区
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

▼
記
念
座
談
会

　

伝
建
制
度
40
年
の
総
括
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
、
萩
と
ゆ
か

り
の
あ
る
文
化
庁
伝
建
担
当
の
元
調
査

官
と
現
調
査
官
、
そ
し
て
各
地
区
の
保

存
会
の
代
表
が
座
談
会
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

■
と
き　

９
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時

堀
内
・
平
安
古
伝
建
地
区
選
定
40
周
年
記
念
行
事

30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

▽
語
り
部

◦
苅か
り
や谷
勇ゆ
う
が雅
（
元
文
化
庁
調
査
官
、国

立
小お
や
ま山

工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

◦
下し
も
つ
ま間

久
美
子
（
文
化
庁
伝
建
部
門

主
任
調
査
官
）

◦
野
村
興
兒
（
萩
市
長
）

▼
パ
ネ
ル
展
示

　

全
国
１
１
０
地
区
の
伝
建
地
区
パ
ネ

ル
を
、
市
役
所
と
市
内
４
つ
の
伝
建
地

区
内
で
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

８
月
22
日
～
９
月
４
日

■
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー
、
萩
博
物

館
、
平
安
古
か
い
ま
が
り
交
流
館
、
旧

山
村
家
住
宅
、
佐
々
並
支
所

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
２
３
８
）

受賞おめでとう
ございます
国土交通大臣表彰

港湾調査関係表彰
萩海運有限会社

　長年にわたり、港湾調査の報告義
務者として、正確かつ迅速な報告に
尽力

（代表取締役　瀧口 治
は る あ き

昭）

海をきれいにするための一般
協力者表彰
菊ヶ浜を日本一美しくする会

　長年にわたり、菊ケ浜海岸で清掃
活動を行うなど、海浜の環境保全・
美化に貢献

（代表　小
こ が や

茅 稔
みのる

）

ショートステイで使用する居室
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【
観
光
協
会
の
移
転
】

　
　
　

一
部
で
は
、
旧
明
倫
小
学
校
に
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
集
合
す
る
と
の
こ
と

で
、
観
光
協
会
も
そ
こ
に
移
転
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
経

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
新
船
の
建
造
】

　
　
　

相
島
の
定
期
船
「
つ
ば
き
２
」
は

建
造
後
数
十
年
が
経
ち
、
傷
み
も
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
萩
と
相
島
を

繋
ぐ
唯
一
の
も
の
で
、
生
活
に
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
乗

り
降
り
に
も
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
島

の
将
来
を
考
え
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
相

島
に
専
属
の
定
期
船
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、早
期
の
新
船
造
船
を
お
願
い
し
ま
す
。

椿
西
小
学
校
区　

市
民
体
育
館（
74
人
）

７
月
５
日

な
考
え
方
が
あ
り
、
撤
廃
を
す
る
と
し
て

も
、
現
時
点
で
は
財
政
的
に
余
裕
が
な
い

状
況
で
す
。

　
　
【
若
年
層
の
支
援
】

　
　
　

若
年
層
を
対
象
と
し
た
社
会
保
障

の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
民
間
賃
貸
住
宅

の
家
賃
は
家
計
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
市

県
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
家
賃
補
助

を
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
保
育
料
は
所

得
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り
、
同
一
の

料
金
に
す
べ
き
で
す
。

Ａ　

平
成
28
年
度
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
や
お
む
つ
等
の
購
入
を
助
成
し
、
子
育

て
世
帯
を
応
援
す
る
施
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
萩
市
の
保
育
料
の
低
さ
は
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、
所
得
が
高
く
な

る
と
保
育
料
も
高
く
な
り
ま
す
。
所
得
の

差
も
あ
る
中
で
、
同
一
負
担
と
す
る
こ
と

　
　
【
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
】

　
　
　

乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
所
得
制

限
の
撤
廃
を
お
願
い
し
ま
す
。
中
高
所
得

者
は
市
県
民
税
、
国
税
を
相
当
額
納
付
し

て
お
り
不
公
平
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

相
島
の
新
船
に
つ
い
て
は
、
島
の
人

口
が
将
来
１
０
０
人
を
下
回
っ
た
時
に
、

建
造
の
た
め
の
融
資
や
補
助
を
受
け
ら
れ

る
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
た
め
、
平
成

30
年
度
の
「
お
に
よ
う
ず
」
竣
工
後
に
、

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
10
年
先
、
20

年
先
も
船
が
利
活
用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

ん
も
島
の
将
来
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
【
看
護
師
の
配
置
】

　
　
　

島
内
で
応
急
処
置
が
で
き
る
よ

う
、
看
護
師
を
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
か
。
少
し
で
も
島
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

相
島
に
は
、
看
護
師
資
格
を
持
つ
方

が
２
人
お
ら
れ
、
１
人
は
養
護
教
諭
の
た

め
、
県
教
育
委
員
会
に
も
お
願
い
し
、
何

か
の
際
に
は
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
相
島
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

〜市長との対話の集会〜 企画政策課（２５・３１０２）問い合わせ

相
島
小
学
校
区　

相
島
小
・
中
学
校
体
育
館
（
71
人
）

６
月
24
日

椿
東
小
学
校
区　

椿
東
小
学
校
体
育
館（
88
人
）

６
月
28
日

　
　
【
通
院
時
の
船
賃
の
割
引
】

　
　
　

島
外
の
病
院
に
通
院
す
る
と
、
医

療
費
に
加
え
て
定
期
船
の
船
賃
が
か
か
り

ま
す
。
通
院
に
限
り
、
船
賃
の
割
引
に
つ

い
て
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＱＱ

相島小学校区

Ｑ

椿東小学校区

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ　

妊
婦
の
方
や

障
が
い
の
あ
る
方

に
つ
い
て
は
、
船

賃
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
医
療

機
関
が
な
い
島

し
ょ
部
に
つ
い
て

は
、
島
外
へ
の
通

院
に
相
当
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、

何
ら
か
の
仕
組
み

が
で
き
な
い
の
が
実
情
で

す
。

　
　
【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

の
施
設
整
備
】

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
が
最
近
増
え
て
お
り
、
夏

休
み
に
入
る
と
、
さ
ら
に
人

数
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
地
域
の
方
を
講
師

に
迎
え
る
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
施
設
で
は

Ａ　

子
ど
も
の
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
助

成
の
対
象
を
徐
々
に

広
げ
、
現
在
は
小
学

６
年
生
ま
で
が
無
料

で
、
ま
た
、
ひ
と
り

親
家
庭
に
つ
い
て

は
、
親
と
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
医
療
費

が
と
も
に
無
料
で

す
。
所
得
制
限
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

狭
い
た
め
、
椿
東
小
学
校
の
プ
レ
ハ
ブ
倉

庫
を
改
修
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

椿
東
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
以

前
、
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、室
内
の
温
度
が
と
て
も
高
く
な
り
、

施
設
と
し
て
は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
待
機

児
童
の
解
消
や
、
ま
た
、
学
習
す
る
機
会

を
設
け
る
な
ど
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
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【
三
見
橋
の
ト

　
　

イ
レ
設
置
】

　

三
見
橋
（
メ
ガ
ネ

橋
）
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
保
存
会
の
皆

さ
ん
が
周
辺
の
環
境

整
備
を
一
生
懸
命
し

て
い
ま
す
。
今
後
も

見
学
者
が
増
え
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
簡

易
ト
イ
レ
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

後
、
３
・
４
号
館
を
整
備
し
て
い
く
中
で
、

そ
う
い
っ
た
話
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
協
会
独
自
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

が
、
具
体
的
な
議
論
に
な
れ
ば
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
も
お
話
し
し
ま
す
。

　
　
【
下
水
道
の
整
備
】

　
　
　

椿
地
区
に
つ
い
て
は
、
北
部
か
ら

Ａ　

簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
常
設
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
設
置
し

ま
す
が
、
設
置
場
所
や
維
持
管
理
の
こ
と

も
含
め
て
調
査
の
上
で
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
【
定
住
対
策
】

　
　
　

三
見
地
区
の
元
小
学
校
跡
地
を
活

用
し
、
須
佐
・
田
万
川
地
域
の
よ
う
な
定

住
を
支
援
す
る
低
家
賃
住
宅
を
整
備
す
れ

ば
定
住
者
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

須
佐
・
田
万
川
地
域
の
住
宅
整
備
に

つ
い
て
は
、
集
中
豪
雨
の
被
害
が
あ
っ
た

地
域
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
始
め
た
事
業
で
す
。
各
地
域
か
ら

も
そ
う
い
っ
た
希
望
も
あ
る
の
で
、
将
来

の
課
題
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

三
見
小
学
校
区　

三
見
公
民
館（
71
人
）

７
月
８
日

緯
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ　
「
萩
・
明
倫
学

舎
」
と
し
て
旧
明
倫

小
学
校
校
舎
４
棟
を

復
元
整
備
す
る
中

で
、
本
館
と
２
号
館

が
来
年
の
３
月
４
日

に
完
成
し
ま
す
。
そ

の
時
点
で
観
光
協
会

を
移
す
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

Ｑ

三見小学校区

椿西小学校区

Ｑ

Ｑ

　

山
陰
自
動
車
道
を
必
要
と
し
て
い
る

声
を
国
に
届
け
る
た
め
、
山
陰
自
動
車

道
（
益
田
～
萩
間
）
整
備
促
進
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
18
日
（
木
）
午
後
２
時

～■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
。

■
内
容　

意
見
発
表
、
記
念
講
演
、
大

会
決
議
な
ど

　

検
討
中
の
山
陰
自
動
車
道
が
生
活
に

役
立
つ
道
路
と
な
る
よ
う
に
、
地
域
住

民
の
意
見
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
日
頃
感
じ
て
い
る
道
路
の
課
題

や
地
域
で
求
め
ら
れ
る
道
路
の
役
割
な

ど
を
聴
取
し
、
山
陰
道
の
整
備
計
画
段

階
で
、
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
重
要

な
調
査
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。詳
細
は
決
ま
り
次
第
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）

山
陰
自
動
車
道（
益
田
～
萩
間
）整
備
促
進
決
起
大
会
の
開
催

山
陰
自
動
車
道
の
早
期
整
備
に
向
け
て

～
地
域
の
声
を
届
け
よ
う
～

公
共
下
水
道
工
事
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
沖
原
地
区
の
下
水
道
整
備
計
画

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

霧
口
・
沖
原
地
区
に
は
、
農
業
集
落

排
水
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
率
が
７
割
を
超
え

る
一
部
の
地
域
は
、
個
別
処
理
区
域
に
変

更
し
ま
し
た
。

萩・タウンミーティング

　市では開かれた行政を推進し、市民参加の
まちづくりを進めていくため、市長が各地域
に出向き、主要施策等について説明します。
　多くの皆さんのご参加をお願いします。

萩・タウンミーティング 今後の開催

■今後の開催日程
小学校区 期　日 会　場

川上 9月16日（金） 川上公民館

むつみ 9月26日（月） むつみ農村環境改
善センター

※その他の地域については、決まり次第、市
報でお知らせします。

■開催時間　午後７時〜９時
■内容　市の現状と主要施策の説明、
　質疑応答
■問い合わせ
　企画政策課（２５・３１０２）

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！
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砂
浜
で
ア
ー
ト　

萩
・
菊
ヶ
浜 

砂
の
芸
術
祭

　

７
月
24
日
、「
萩
・
菊
ケ
浜 

砂
の
芸
術
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
30

チ
ー
ム
、
約
２
２
２
人
が
参
加
し
、
青
空
の

も
と
砂
像
の
制
作
に
挑
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、萩
反
射
炉
の
ほ
か
、リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
五
輪
や
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
を

応
援
す
る
作
品
も
登
場
。

　

小
学
生
の
部
１
位
の
プ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ル
ズ

（
明
倫
小
６
年
）
は
「
友
だ
ち
と
協
力
し
て
、

時
間
を
か
け
て
作
っ
た
作
品
が
1
位
に
な
っ

て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
菊
ケ
浜
沖
で
は
萩
・
ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
も
同
時
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
ひ
と
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

小学生の部１位
プリティガールズ「バナナかな？」

「
夏
ま
つ
り 

世
界
遺
産
と 

萩
の
夏
」

ヨイショコショパレード

住吉みこし

萩・日本海大花火大会

10万本のひまわりがお出迎え（7月31日）

ひ
ま
わ
り

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

カブトムシを観て、触って、採って
（7月16日〜８月23日）

む
つ
み
昆
虫
王
国

かぶと虫ドーム

湾周辺の山に反響して音も大迫力（７月 28 日）

須
佐
湾

大
花
火
大
会

男命いかの直売、和船競争など（7月27日）

須
佐

男
命
い
か
祭
り

活イカレース

踊り子を載せた山車で巡航（７月 26 日）

祇
園
車
巡
航

須
佐
夏
ま
つ
り
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萩
高
校
は
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
を
目
標
に
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付

け
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
希
望
す
る
進
路

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
課
題
解
決
能
力
の
育
成
を

目
指
し
、
新
た
に
「
カ
タ
リ
場
」
や
「
高

校
生
熟
議
」の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
立
萩
高
等
学
校

教
育
委
員
会
総
務
課

（
２
５
・３
１
４
１
）

▽
各
自
の
希
望
に
沿
っ
た
授
業
を
選
択

　

平
成
14
年
度
か
ら
単
位
制
高
校
へ
移
行

し
た
た
め
、
本
校
で
は
、
数
多
く
の
多
彩

な
授
業
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
普
通
科
で

は
２
年
次
か
ら
文
系
・
理
系
の
コ
ー
ス
選

択
を
行
う
中
、
各
自
の
進
路
希
望
に
沿
っ

た
授
業
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

習
熟
度
別
指
導
、
少
人
数
指
導
も
充
実

し
て
い
る
た
め
、
理
数
科
で
も
文
系
大
学

へ
の
進
学
を
可
能
と
す
る
教
育
課
程
を
編

成
し
て
い
ま
す
。

▽
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用  

  

２
年
次
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

進
路
指
導
に
つ
い
て

お
も
な
合
格
実
績
（
今
春
）

シ
リ
ー
ズ 

萩
の
高
校
③

「L
ook-U

p

」（
帆
船
が
、
目
的
地
の
方

角
に
船
首
を
向
け
る
意
味
）
と
称
し
て
、

進
路
情
報
提
供
、
進
路
相
談
、
進
路
講
演

等
き
め
細
や
か
な
進
路
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
そ
の
他
の
主
な
取
り
組
み

　

土
曜
開
放
、
実
践
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
講
座
、
山
口
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
講
座
、

国
公
立
大
学
見
学
、
希
望
者
職
場
体
験
、

県
内
高
校
合
同
学
習
会
等
を
実
施
。

問
い
合
わ
せ

　

近
年
、
卒
業
生
の
４
割
が
国
公
立
大
学

へ
進
学
を
し
て
い
ま
す
。

▽
国
立
大
学
（
33
人
）
埼
玉
大
、
横
浜
国

立
大
、
山
梨
大
、
島
根
大
、
岡
山
大
、
広

島
大
、
山
口
大
、
九
州
大
、
九
州
工
業
大
、

福
岡
教
育
大
、
熊
本
大

▽
公
立
大
学
（
24
人
）
首
都
大
、
横
浜
市

立
大
、
都
留
文
科
大
、
大
阪
府
立
大
、
大

阪
市
立
大
、
兵
庫
県
立
大
、
島
根
県
立
大
、

広
島
市
立
大
、
福
山
市
立
大
、
下
関
市
立

大
、
山
口
県
立
大
、
北
九
州
市
立
大
、
福

岡
県
立
大
、
名
め
い
お
う桜
大

▽
私
立
大
学
（
１
８
４
人
）
慶
応
義
塾
大
、

早
稲
田
大
、
明
治
大
、
中
央
大
、
法
政
大
、

麻
布
大
、
国
際
基
督
教
大
、
関
西
大
、
関

西
学
院
大
、
同
志

社
大
、立
命
館
大
、

広
島
修
道
大
、
福

岡
大
、
西
南
学
院

大
、
産
業
医
科
大

ほ
か

▽
短
大
・
高
看
・

専
門
学
校
等
（
32

人
）

実践プレゼンテーション講座

全国大会入賞おめでとう！
全国高等学校総合体育大会（インターハイ）

（７月29日〜31日　岡山県）

阿
あ そ ぬ ま

曽沼 敏
はるみち

康 （萩商工高校２年、河添）

【男子単独演武】　７位

（７月30日〜８月３日　島根県）

安永 陽
ひ な の

菜乃 （島根県・明誠高校３年、越ケ浜小卒）
【女子個人 52㎏級】　５位

山元 隆
りゅうじ

史 （萩商工高校２年、堀内）
【男子単独演武】　５位

陸上競技 （７月29日〜８月２日　岡山県）

少林寺拳法

大玉 華
か り ん

鈴 （西京高校２年、明木中卒）
【女子七種競技】　８位

柔道

　

７
月
23
日
、
馳は
せ

浩
ひ
ろ
し

前
文
部
科
学
大
臣
が
、

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資

産
の
う
ち
、
萩
反
射
炉
と
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船

所
跡
、
松
下
村
塾
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

登
録
さ
れ
る
以
前
と
そ
れ
以
降
の
状
況
の

変
化
や
、
地
元
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

る
の
か
を
視
察
。
馳
前
大
臣
は
「
な
ぜ
あ
の

時
代
に
、
こ
の
地
域
の
人
が
こ
れ
ほ
ど
の
志

を
立
て
た
の
か
。
一
つ
の
情
熱
の
表
れ
が
反

射
炉
で
、
技
術
の
粋
を
集
め
た
造
船
所
跡
、

そ
し
て
原
点
が
松
下
村
塾
だ
と
、
近
代
化
に

至
る
時
代
の
背
景
と
い
っ
た
も
の
を
強
く
意

識
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

馳
前
文
部
科
学
大
臣
が

萩
の
世
界
遺
産
を
視
察

上
うえおかのぶはる

岡信晴（４年） 楠
くすもとあやの

本彩乃（４年）新
しんざとりんけい

里倫啓（４年）

全国大会出場おめでとう！
（8月23日〜26日 兵庫県）日本学生ゴルフ選手権競技

至誠館大学ゴルフ部
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ジェネリック医薬品差額通知
市民課保険年金係（２５・３１４７）問い合わせ

国民健康保険にご加入の方へ

○平成 28 年６月分の薬代の自己負担額は　　　　　　　　安くな
る可能性があります。
ただし、※１のとおり、負担額の軽減にならない場合もあります。

※１試算は薬代のみを対象としています。実際に、医療機関や薬局
にお支払いになる金額には、薬代のほかに診療や調剤等に要する費
用が含まれるため、ジェネリック医薬品に切り替え、医薬品の価格
が下がっても、処方せん料などの有無により、医薬品関係の支払い
金額は変わらないか上がることもあります。
※２このお知らせは、服用（使用）中のすべての薬が表示されるもの
ではありません。

　

萩
市
で
は
、
医
療
費
削
減
を
目
的
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
差
額
通
知
は
、
現
在
先
発
医
薬
品

を
使
用
し
て
い
る
方
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自
己
負
担
額

が
ど
の
程
度
軽
減
で
き
る
か
を
試
算
し
て

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
な
ぜ
安
い

の
？

　

先
発
医
薬
品
の
開
発
に
は
、
15
～
20
年

も
の
年
月
と
２
０
０
～
３
０
０
億
円
以
上

も
の
投
資
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

る
薬
代
の
削
減
に
よ
っ
て
保
険
料
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
通
知
対
象
者　

慢
性
疾
患
に
よ
り
長
期

服
薬
を
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者

（
一
部
対
象
外
の
疾
病
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
公
費
負
担
医
療
分
は
除
き
ま
す
）。

■
通
知
時
期　

８
月
と
２
月
の
年
２
回

■
留
意
事
項　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
、

医
師
、
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
べ
て
の
先
発
医
薬
品
に
対
し
て
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
を
希
望
し
て
も
変
更
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ジェネリック医薬品に関するお知らせ（例）

処　方　実　績 ジェネリック医薬品に切り替え
た場合に削減できる自己負担額医薬品名 自己負担相当額

○○○ 8mg 1,021 円 368 円以上
△△△ 10mg 990 円 324 円以上

合　　計 2,011 円 692 円以上

692円以上

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）
は、先に開発された薬（先発医薬品）
の特許が切れた後に、他メーカーが同
じ成分、同じ効き目として申請し、国
が承認した薬です。

品
の
開
発
期
間
は
３
～

５
年
で
、
開
発
に
必
要

な
期
間
や
経
費
を
大
幅

に
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
薬
代
は
一
定
の
ル
ー

ル
に
よ
り
安
く
設
定
さ

れ
、
先
発
医
薬
品
の
約

２
～
７
割
の
価
格
に
な

り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
に
よ
っ
て　

　

自
己
負
担
分
を
除
い

た
薬
代
は
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
に
よ

職種 募集
人員 受験資格 募集

期間 試験日 会場 試験内容 採用予定日

薬剤師Ⅰ １人
①昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれ
　た方（45 歳以下）
②薬剤師免許を有する方

募集人員
に達する
まで

申込者と調
整の上、試
験の日時を
決定します

萩市民
病院

専門試験
個人面接

平成 29 年４
月１日までの
着任可能な日

薬剤師Ⅱ １人

①昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれ
　た方（35 歳以下）
②薬剤師免許を有する方、または平
　成 29 年 3 月実施予定の薬剤師国
　家試験に合格し当該免許を取得す
　る見込みの方

平成 29 年４
月１日

■申込方法　次の提出書類を〒 758-8555 萩市総務
課人事係へ郵送または直接持参してください。募集
要項、受験申込書は総務課人事係に請求されるか、
萩市ホームページからダウンロードしてください。
■提出書類　①受験申込書（写真を貼付）、②最終学校
卒業（見込）証明書、③最終学校成績証明書、④薬剤師
免許証の写し（取得者のみ）

※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在
中」と朱書きして簡易書留でお送りください。
※直接持参の場合は、募集期間中の土・日曜日・祝
日を除く午前８時 30 分から午後５時 15 分の間に
ご持参ください。
■問い合わせ　総務課人事係（２５・１２３９）

市民病院 薬剤師 募集 市民病院看護師は随時募集しています

※受験資格については、上記のほか、原則として萩市内に居住できる方（特別な事情がある場合は、相談に応じます）。
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萩
市
国
民
健
康
保
険
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１

萩市国民健康保険
弥富診療センター

所長：中山隆
たかやす

安

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症

　
「
あ
る
日
、
急
に
（
特
に
強
い
運
動
を

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
）
両
方
の
肩
・

二
の
腕
と
太
も
も
の
痛
み
が
で
て
き
た
。

何
日
も
症
状
が
続
く
。
朝
は
身
体
が
こ
わ

ば
っ
て
動
き
に
く
く
、
着
替
え
や
寝
返
り

も
難
し
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
症
状
で
お
困
り
の
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

発
熱
、食
欲
不
振
、体
重
減
少
、倦
怠
感
、

う
つ
症
状
な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
膝

や
手
の
関
節
の
腫
れ
や
痛
み
、
手
足
の
む

く
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
50

歳
以
上
（
特
に
65
歳
以
上
）
の
方
に
こ
の

よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、「
リ
ウ
マ
チ
性

多
発
筋
痛
症
」
と
い
う
病
気
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
痛
み
は
両
り
ょ
う
そ
く
せ
い

側
性
で
、
動
く
と
強
く

な
り
ま
す
。
肩
や
二
の
腕
か
ら
始
ま
る
方

が
多
い
の
で
す
が
太
も
も
の
痛
み
方
が
強

い
方
も
い
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
と
病
名
に
つ
い
て
い
ま
す

が
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
は
全
く
別
の
病
気

で
関
節
が
変
形
し
て
動
か
な
く
な
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
く
ま
れ
に
側

頭
動
脈
炎
と
い
う
病
気
を
合
併
し
、
眼
が

見
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

治
療
を
受
け
ず
痛
み
の
た
め
に
動
か
ず
に

い
る
と
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
効
く
薬
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
医
療

機
関
を
受
診
し
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

検
査
の
結
果
、
炎
症
反
応
が
陽
性
で
関

節
リ
ウ
マ
チ
や
筋
炎
な
ど
の
病
気
が
除
外

で
き
れ
ば
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
に
よ
る
治
療

が
行
わ
れ
ま
す
。
数
日
か
ら
数
週
間
の
う

ち
に
効
果
が
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。
薬

の
量
を
調
節
し
な
が
ら
服
用
を
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
２
～
３

年
で
薬
の
服
用
を
中
止
で
き
ま
す
。
た
だ

し
10
年
以
内
に
約
10
％
の
方
が
再
発
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

線
維
筋
痛
症

　

若
い
方
に
同
様
の
症
状
が
あ
れ
ば
医
療

機
関
を
受
診
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
検

査
に
異
常
が
な
く
、
薬
を
服
用
し
て
も
よ

く
な
ら
な
い
場
合
に
は
「
線
維
筋
痛
症
」

と
い
う
病
気
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

体
中
の
痛
み
と
こ
わ
ば
り
が
あ
り
ま
す

が
、
痛
み
は
体
幹
に
近
い
部
分
に
強
く
圧

痛つ
う
て
ん点

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
他
の
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
に
合
併
す
る
こ
と
も
多
く
、

元
の
病
気
が
良
く
な
っ
て
も
痛
み
が
続
く

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
病
気
は
痛
み
を
感
じ
る
径
路
や
脳

の
痛
み
情
報
の
処
理
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
病
気

自
体
で
生
命
に
影
響
す
る
こ
と
は
無
く
動

け
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期

の
療
養
が
必
要
と
な
る
の
で
で
き
る
だ
け

薬
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
、
運
動
量
を

維
持
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

　

高
齢
者
に
多
い
「
リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋

痛
症
」
と
若
い
方
に
多
い
「
線
維
筋
痛
症
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
痛
み
が
長

く
続
く
方
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

「
リ
ウ
マ
チ
性せ

い

多た

は

つ発
筋き

ん
つ
う
し
ょ
う

痛
症
」と

「
線せ

ん

い維
筋き

ん
つ
う
し
ょ
う

痛
症
」

毎
朝
動
き
始
め
る
の
が
つ
ら
い
全
身
の
痛
み
に
つ
い
て
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

果
実
酒
用
の
ビ
ン
、ゴ
ル
フ
バ
ッ

グ
（
緑
）、カ
ー
ス
テ
レ
オ
、学
習

机
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
３
台
）、船

の
シ
ー
ア
ン
カ
、オ
ー
デ
ィ
オ
ア

ン
プ
、ベ
ビ
ー
服
（
男
の
子
用
）、

プ
リ
ン
タ
ー
イ
ン
ク
、調
理
台
、本

棚
、テ
レ
ビ
台
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、流
し
台

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

男
児
自
転
車
（
補
助
輪
付
）
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
（w

indow
s7

）、
大

型
テ
レ
ビ
、
２
ド
ア
冷
蔵
庫
、
萩

東
中
男
子
夏
服
一
式
（
１
６
０
㎝

前
後
）

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
講
座

■
と
き　

９
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

■
内
容　

皿
や
コ
ッ
プ
に
砂
を
吹

き
付
け
絵
柄
を
出
し
ま
す
。

■
定
員　

10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

地
籍
調
査
実
施
地
区
（
椿

東
）
の
登
記
が
完
了

　

市
で
は
、
市
民
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地
籍

調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。平
成
25
年
度
に
地
籍
調
査（
一

筆
地
調
査
）
を
行
っ
た
区
域
の
登

記
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
完
了
地
区　

長
山

■
地
籍
調
査
と
は

　

法
務
局
の
土
地
登
記
簿
と
備
え

付
け
地
図
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、

地
番
・
地
目
・
面
積
が
実
際
の
土

地
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

新
し
く
正
確
な
地
図
・
記
録
（
地

籍
図
・
地
籍
簿
）
を
作
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
３
５
８
６
）

社
会
生
活
基
本
調
査
に
協

力
を

　

総
務
省
統
計
局
と
県
で
は
、
生

活
時
間
の
配
分
や
余
暇
時
間
の
活

動
状
況
な
ど
、
国
民
の
社
会
生
活

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
地
域
は
、無
作
為
に
選
ば

れ
、対
象
と
な
っ
た
地
域
で
は
、世

帯
の
確
認
の
た
め
、９
月
以
降
、調

査
員
が
訪
問
し
、調
査
票
の
記
入

等
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で
き
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
調
査
地
域　

▽
萩
地
域
＝
唐
樋
町
、椎
原
の
１
、

新
川
南
の
１
、新
川
南
の
３
、越
ヶ

浜
１
区
の
１
、越
ヶ
浜
１
区
の
２
、

▽
須
佐
地
域
＝
本
町
下
、
山
根
丁

東
、
山
根
丁
西
、
中
津
、
浦
中

問
い
合
わ
せ

山
口
県
統
計
分
析
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
６
５
０
）

「
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」・「
萩
市
ま
ち
の

緑
賞
」

①
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

【
花
壇
部
門
】

◦
個
人
の
部

◦
地
域
・
職
域
団
体
の
部

◦
学
校
花
壇
の
部

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

の
部
】

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど

▽
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）の
美
し
さ
、育
成
状
況
、

花
壇
づ
く
り
の
創
意
工
夫
な
ど

▽
審
査
日　

９
月
16
日

（
島
し
ょ
部
、
木
間
小
・
中
学
校
、

萩
地
域
以
外
の
学
校
は
９
月
12
日

～
15
日
に
事
前
審
査
）

②
萩
市
ま
ち
の
緑
賞

　

公
道
に
面
し
、生
け
垣
や
樹
木
・

花
木
に
よ
り
美
し
い
景
観
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
場
所

▽
審
査
日　

９
月
16
日

■
応
募
方
法　

①
、②
い
ず
れ
も
、

９
月
７
日
ま
で
に
、都
市
計
画
課
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ

キ
に
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
萩

市
ま
ち
の
緑
賞
は
樹
種
・
所
有
者
・

所
在
地
）
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
他
薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
）
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日 開 議 日　程

 1日（木） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程
（全員協議会）

 2日（金） 10：00 議案質疑、一般会計決算審査特
別委員会の設置、委員会付託

 5日（月）〜
 7日（水） 10：00 一般質問

 8日（木）
 9日（金） 10：00 一般会計決算審査特別委員会

 12日（月） 10：00 総務委員会
 13日（火）
 14日（水） 10：00 各常任委員会

 21日（水） 10：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■と　き　9月1日（木）〜21日（水）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

萩 市 議 会 ９ 月 定 例 会
児
童
ク
ラ
ブ
看
護
師

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
す
る
看
護

師
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人

■
勤
務
場
所　

萩
総
合
支
援
学
校

児
童
ク
ラ
ブ
（
椿
東
）

■
勤
務
内
容　

児
童
ク
ラ
ブ
で
の

保
育
業
務
、
痰
た
ん
き
ゅ
う
い
ん

吸
引
・
経
管
栄
養

等
の
医
療
行
為

■
賃
金　

時
給
９
２
０
円

■
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
ま
た

は
、
准
看
護
師
免
許

■
勤
務
時
間　

平
日
は
午
後
１
時

～
６
時
、
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中

は
午
前
８
時
～
午
後
６
時
の
う
ち

７
時
間
45
分
以
内
で
週
29
時
間
以

内
（
要
相
談
）

■
休
日　

日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、

年
末
年
始

■
応
募
方
法　

８
月
31
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
子

育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
２
５
９
）

萩
海
運
の
船
員

■
募
集
職
種　

見
島
航
路
船
舶

「
お
に
よ
う
ず
」
船
員
（
甲
板
員
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
で
、

見
島
宇
津
港
か
ら
乗
船
勤
務
で
き

る
方

■
待
遇　

萩
海
運
有
限
会
社
給
与

規
定
に
よ
る

■
選
考
方
法　

筆
記
試
験
・
面
接

（
９
月
中
旬
）

■
採
用
日　

11
月
１
日

■
申
込
方
法　

９
月
１
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
２
４　

萩
市
東

浜
崎
町
１
３
９
︲
１　

萩
海
運

（
２
５
・
２
０
４
０
）

県
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
団
地

◦
無
田
ヶ
原　

１
戸

◦
中
津
江　

２
戸

◦
東
萩　

１
戸

◦
金
谷　

１
戸

■
入
居
予
定
時
期　

10
月
下
旬
頃

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、
単
身

入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
該
当
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
受
付
期
間　

８
月
20
日
～
31
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
２
階
）、
萩
市
建
築
課

備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員

　

３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
、
環
境
活

動
を
行
う
全
国
組
織
で
す
。

　

自
然
観
察
・
調
査
や
リ
サ
イ
ク

ル
、地
球
温
暖
化
防
止
活
動
等
、身

近
に
で
き
る
地
球
に
や
さ
し
い
活

動
を
自
主
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
対
象
者　

３
歳
か
ら
高
校
生
ま

で
１
人
以
上
と
、
活
動
を
支
え
る

大
人
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
１
人
以
上

※
バ
ッ
ジ
、活
動
記
録
シ
ー
ト
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
活
動
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
も
の
を
配
布
。

■
登
録
料
・
年
会
費　

無
料

■
申
込
方
法　

環
境
衛
生
課
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
６
６
１
）

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た

め
の
骨
コ
ツ
教
室

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
高
齢
者
だ
け

の
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
食
事

や
運
動
習
慣
な
ど
が
深
く
関
わ
る

「
骨
の
生
活
習
慣
病
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
事
と
運
動
の
両
面

か
ら
、
丈
夫
な
骨
を
保
つ
コ
ツ
を

一
緒
に
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

９
月
14
日
（
水
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分
、
９
月
26
日

（
月
）、
10
月
13
日
（
木
）
午
前
９

時
～
午
後
１
時
、10
月
31
日
（
月
）

午
前
９
時
～
正
午
、
11
月
15
日

（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時
（
全

５
回
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

骨
密
度
測
定
（
９
月
14

日
の
み
）、
調
理
実
習
、
運
動
実

践■
対
象
者　

70
歳
ま
で
の
市
民

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

３
０
０
円（
食
材
代
）

主
催
・
申
し
込
み

８
月
31
日
ま
で
に
、
健
康
増
進
課

（
２
６
・
０
５
０
０
）
へ
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聞
こ
え
に
く
い
方
、
聞
こ

え
な
い
方
の
た
め
の
「
防

災
研
修
会
」

　

災
害
時
に
耳
の
不
自
由
な
方

は
、
ど
ん
な
こ
と
に
困
る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
聞

こ
え
に
不
安
の
あ
る
方
や
家
族
の

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
と
き　

９
月
18
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
消
防
署

■
内
容　

も
し
地
震
が
起
き
た

ら
。
車
椅
子
の
使
い
方
や
介
助
方

法
に
つ
い
て
な
ど

■
参
加
料　

無
料

※
手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
、
磁
気

ル
ー
プ
席
あ
り
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
す

ぺ
ー
す
（
２
４
・
５
８
５
８
）

男
性
の
た
め
の
！
脳
ト
レ
料

理
教
室
「
料
理
で
脳
ト
レ
」

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
、
そ

し
て
、
料
理
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
を

体
験
し
て
、
認
知
症
を
遠
ざ
け
ま

し
ょ
う
。

■
と
き　

９
月
24
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
２
時
、10
月
８
日（
土
）、

10
月
29
日
（
土
）、11
月
５
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

■
と
こ
ろ　

椿
西
小
学
校
家
庭
科

調
理
室

■
内
容　

料
理
の
基
本
的
な
知

識
、献
立
の
考
え
方
、調
理
実
習
等

■
対
象
者　

す
べ
て
の
実
習
日
に

参
加
で
き
る
60
歳
～
75
歳
の
男
性

■
定
員　

20
人

■
持
参
品　

筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、マ
ス
ク
、三
角
巾
、手
拭
タ
オ
ル

■
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
全
４

回
の
食
材
費
込
み
）

主
催
・
申
し
込
み

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
２
２
・
０
２
２
４
）

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
講
座

◎
笑
い
ヨ
ガ
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
【
後
期
】

　

ヨ
ガ
の
呼
吸
法
と
笑
い
を
組
み

合
わ
せ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ス
ト
レ
ス
解

消
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
～
３
月
の
毎
月
第

１
土
曜
日
（
土
曜
教
室
）
と
第
１

日
曜
日
（
日
曜
教
室
）
の
午
前
10

◆
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
税
の
公
平
性

　

市
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
皆
さ
ん
の
税
金
で
成
り
立
っ
て

い
る
た
め
、市
税
等
の
滞
納
は
、市

の
財
政
を
圧
迫
し
、公
共
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
低
下
を
招
き
ま
す
。そ

し
て
何
よ
り
も
、納
期
内
に
税
金

を
納
付
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数

の
納
税
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、納
付
で
き

る
の
に
納
付
し
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
、財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
、滞
納
者
の
意
思
に

関
係
な
く
、年
9.1
％
の
割
合
で
延

滞
金
が
か
か
り
ま
す
。こ
れ
は
、銀

行
等
で
お
金
を
借
り
る
よ
り
も

高
い
率
で
す（
滞
納
し
た
税
金
を

１
万
円
と
す
る
と
１
日
当
た
り
約

2.5
円
の
延
滞
金
が
発
生
）。納
期
限

ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を

図
る
た
め
、延
滞
金
を
含
め
た
滞

納
税
額
は
強
制
的
に
徴
収
し
ま

す
。こ
の
結
果
、滞
納
者
は
経
済
的

な
不
利
益
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

社
会
的
信
用
も
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
納
税
が
困
難
な
場
合
は
放
置
せ

ず
早
め
の
相
談
を

　

災
害
や
病
気
、
事
業
不
振
な
ど

特
別
な
事
情
で
納
付
困
難
な
場
合

は
、
市
報
７
月
15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
納
税
の
猶
予
の
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
一
括
納
付
が
難
し
い
場

合
は
、
分
割
納
付
に
応
じ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

※
財
産
調
査
と
は
…
滞
納
処
分
の

た
め
の
財
産
調
査
は
、国
税
徴
収

法
、地
方
税
法
に
基
づ
き
行
わ
れ

る
も
の
で
、金
融
機
関
、勤
務
先
等

は
こ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
の
調
査
は
個
人
情
報

保
護
法
に
は
抵
触
し
な
い
た
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
は
あ
た

り
ま
せ
ん
。

※
捜
索
と
は
…
滞
納
処
分
の
た
め

必
要
が
あ
る
時
は
、滞
納
者
の
住

居
等
に
強
制
的
に
立
ち
入
り
、公

売
可
能
な
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま

す
。家
宅
捜
索
と
も
い
い
ま
す（
市

税
等
の
滞
納
に
か
か
る
捜
索
に

は
、裁
判
所
の
許
可
は
不
要
）。

滞納処分のながれ

期限までに完納されない場合
は督促状を送付

催告や差押予告を送付し督促する

金融機関、勤務先、滞納者の財産を
占有する第三者等に対し、財産調
査（※）を行う

　税金等を滞納すると、市は滞納して
いる人の財産（動産、不動産、預貯金、
給与、生命保険等）を差し押さえ、その
財産をお金に換えて滞納分に充当し
ます。

財産調査等で発見した滞納者の財産
を差し押さえる。発見できなかった
場合は捜索（※）を行う。自動車の
場合は、タイヤロックを行う

差し押さえた財産、軽自動車等の動
産等は公売で売却し、滞納分に充当

市税等を納めなかったらどうなる ■問い合わせ　収納課（２５・３２０９）
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時
～
11
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
の
教
室
を
選
択
（
両

方
の
参
加
は
不
可
）。
日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）

■
講
師　

長
な
が
た
に谷
英ひ
で

治は
る
（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
定
員　

各
教
室
20
人

■
参
加
料　

３
０
０
０
円（
後
期
分
）

◎
絵
手
紙
教
室
【
後
期
】

　

身
近
な
物
を
題
材
に
絵
と
文
字

で
表
現
。
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
～
３
月
の
毎
月
第

３
土
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）

■
講
師　

吉
村
孝た
か
し（

雑ざ
つ
こ
う
ぼ
う

工
房
・

道ど
う
ら
く楽

）

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

３
０
０
０
円（
後
期
分
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス（
２
１
・
７
５

０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後

見
相
談
会

　

司
法
書
士
が
成
年
後
見
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。

■
と
き　

平
成
28
年
９
月
１
日

（
木
）
～
30
日
（
金
）
の
平
日
で

相
談
者
が
希
望
す
る
日
時

■
と
こ
ろ　

県
内
で
相
談
者
が
希

望
す
る
場
所

■
申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
、
希
望
す
る

日
時
と
場
所
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
郵
送

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午

後
５
時
。

申
し
込
み　

〒
７
５
３
︲

０
０
４
８　

山
口
市
駅
通
り
２

丁
目
９
番
15
号　

リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
山
口
相
談
予
約
係

（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
２
２
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
・９
２
１
・０
４
７
５
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

９
月
15
日
（
木
）
午
後

１
時
40
分
～
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
地
域
医
療
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
等

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み　

９
月
１
日
ま
で

に
、
福
祉
支
援
課
障
が
い
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　

萩
市
在
住
の
選
手
を
含
め
、
日

本
カ
ヌ
ー
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選

手
が
多
数
参
加
し
ま
す
。
ぜ
ひ
地

元
選
手
を
応
援
く
だ
さ
い
。

■
日
程

○
８
月
27
日
（
土
）

▽
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▽
表
彰
式　

午
後
２
時
～
２
時
30

分○
８
月
28
日
（
日
）

▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技　

午
前
10
時

～
午
後
２
時

▽
表
彰
式
・
閉
会
式　

午
後
３
時

～
３
時
40
分

■
と
こ
ろ　

阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー

競
技
場
（
川
上
、
萩
阿
武
川
温
泉

公
園
そ
ば
）

■
主
催　

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
、
カ

ヌ
ー
競
技
全
国
大
会
萩
市
実
行
委

員
会

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　
「
鉄て

つ
ゆ
う
と
う
き

釉
陶
器
」
の
保
持
者
と
し

て
初
め
て
重
要
無
形
文
化
財
（
人

間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
た
陶
芸
家

の
石
黒
宗
麿
の
約
20
年
ぶ
り
の
回

顧
展
で
す
。
陶
芸
１
２
２
点
と
書

画
20
点
を
新
た
な
年
代
観
の
も
と

に
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

８
月
22
日
（
月
）

　
　

８
月
28
日（
日
）ま
で

最
初
の
人
間
国
宝

特
別
展
示

石い
し
ぐ
ろ黒

宗む
ね
ま
ろ麿

の
す
べ
て

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
が
展
示
品
を
解
説

し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
21
日
、
28
日
の
い

ず
れ
も
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
正

午※
観
覧
券
が
必
要
、
申
込
不
要
。

△白
し ろ じ

地チョーク描
がき

薔
ば ら

薇文
もん

鉢
はち

高 8.0㎝　径 37.0㎝
1949-50 年 個人蔵

問
い
合
わ
せ

山
口
県
カ
ヌ
ー
協
会（
０
９
０
・
３

３
７
９
・
９
６
３
９
）
吉
村

陶
芸
の
村 

公
認
コ
ー
ス
認

定
記
念
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
」 

■
と
き　

９
月
27
日
（
火
）
午
前

８
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ　

陶
芸
の
村 

グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
チ
ー
ム
編
成　

５
人
制

■
定
員　

46
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
表
彰　

団
体
戦
１
位
～
３
位
、

個
人
戦
１
位
～
６
位

※
団
体
戦
お
よ
び
個
人
対
抗
と
す

る
。

■
申
込
方
法　

市
民
体
育
館
備
え

付
け
の
申
込
書
を
提
出
（
代
表
者

１
人
に
対
し
て
１
チ
ー
ム
の
申
し

込
み
）

■
申
込
期
間　

９
月
１
日
午
前
９

時
～
６
日
正
午

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）
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ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ
ま
つ
り

■
と
き　

８
月
23
日
（
火
）
午
前

11
時
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
土
原
、
旧
山
口
家
具
）

※
駐
車
場
は
、
サ
ン
リ
ブ
萩
店
屋

上
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

古
本
市
、各
種
ゲ
ー
ム
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー
（
か
き
氷
・
焼
そ

ば
・
焼
鳥
な
ど
）

■
参
加
料　

無
料
（
飲
食
コ
ー

ナ
ー
は
有
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
２
２
・
３
１
７
５
）
安
森
、
山
根

萩
市
消
防
操
法
大
会

　

萩
市
消
防
団
中
央
方
面
団
19

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
日
頃
の
消

防
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。
今

年
は
旭
方
面
団
・
須
佐
方
面
団
の

消
防
訓
練
披
露
も
行
い
ま
す
の

で
、
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
28
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

橋
本
川
玉
江
河
川
公

園■
内
容　

基
本
操
法
、
応
急
操
法

（
自
動
車
ポ
ン
プ
、
小
型
ポ
ン
プ
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

（
２
５
・
２
７
８
０
）

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
人
形
劇
「
ビ
ー
ン
ズ

ド
リ
ー
ム
」

　

０
～
３
歳
の
乳
幼
児
を
対
象
に

し
た
人
形
劇
で
す
。

■
と
き　

９
月
３
日
（
土
）
▽
午

前
の
部
＝
午
前
11
時
開
演
（
午
前

10
時
45
分
開
場
）
▽
午
後
の
部
＝

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
45
分

開
場
）

※
上
演
時
間
は
30
分
。

■
と
こ
ろ　

児
童
館

■
内
容　
「
く
わ
え
・
ぱ
ぺ
っ
と

ス
テ
ー
ジ
」
に
よ
る
乳
幼
児
を
対

象
に
し
た
人
形
劇

■
対
象
者　

３
歳
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者

■
定
員　

午
前
の
部
、
午
後
の
部

そ
れ
ぞ
れ
40
組
（
先
着
順
）

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
方
法　

児
童
館
で
整
理
券

を
配
布
（
電
話
で
も
予
約
可
）

■
申
込
受
付
開
始
日　

８
月
17
日

申
し
込
み

児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

「
ザ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ブ
ラ
ス

〜
Ｎ
響
金
管
奏
者
た
ち
〜
」

コ
ン
サ
ー
ト

　

萩
市
文
化
協
会
10
周
年
を
記
念

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
金
管
奏

者
５
人
に
よ
る
、
初
め
て
の
人
で

も
楽
し
め
る
ク
ラ
ッ
シ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
23
日
（
日
）
午
後

２
時
30
分
開
場
、
午
後
３
時
開
演

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
出
演
者　

菊
本
和か
ず
あ
き昭

、
山
本

英え
い
じ司
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
今

井
仁ひ
と
し志
（
ホ
ル
ン
）、
池
上
亘こ
う

（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）、
池
田
幸ゆ
き
ひ
ろ広

（
チ
ュ
ー
バ
）

■
内
容　

小
フ
ー
ガ 

ト
短
調
、

タ
イ
ワ
ニ
ー
ズ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
組
曲
ほ
か

■
入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
（
託
児

あ
り
）。

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

市
役
所
総
合

案
内
、
各
総
合
事
務
所
、
市
民
館
、

ア
ト
ラ
ス
萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
、

萩
楽
器
店

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
日　

９
月

１
日

■
主
催　

萩
市
・
山
口
県
・（
公
財
）

　

ふ
る
さ
と
情
報
紙
「
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
平
成
６
年
（
１
９

９
４
）
以
来
、
２
カ
月
ご
と
に
発

行
し
、
創
刊
１
３
０
号
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
各
地
の
萩
出
身
者
等

に
、
萩
の
情
報
や
ふ
る
さ
と
の
今

を
お
伝
え
し
、
萩
を
愛
す
る
人
と

人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
広

げ
て
い
ま
す
。

遠
く
に
住
む
ご
家
族
や
友

人
に
、
萩
の
情
報
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か

　

全
国
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん

や
、
お
孫
さ
ん
、
ご
親
戚
や
親
し

い
友
人
に
、
萩
の
情
報
満
載
の
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

依
頼
主
が
会
費
を
負
担
さ
れ
る

と
、
ご
家
族
な
ど
指
定
先
と
同
時

に
、
依
頼
主
に
も
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
発
行　

年
６
回
（
奇
数
月
）

■
年
会
費
（
送
料
込
）

◦
一
般
会
員
２
０
０
０
円

◦
特
別
賛
助
会
員
１
万
円
（
松
陰

カ
レ
ン
ダ
ー
等
贈
呈
）

■
会
費
の
納
入
方
法　

銀
行
引
落

（
全
国
の
都
市
・
地
方
銀
行
）、
郵

便
振
替
、
広
報
課
窓
口

■
内
容

①
萩
の
最
新
情
報

②
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出

身
者
の
投
稿
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
萩
の
企

業
・
店
舗
紹
介
「
萩
の
元
気
企
業

探
訪
」「
懐
か
し
い
店
」

④
萩
在
住
の
若
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
夢
追
人
」

⑤
高
校
同
窓
会
・
同
郷
会
だ
よ
り

⑥
全
国
で
開
催
さ
れ
る
萩
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
会
員
数　

約
１
７
０
０
人
（
市

内
含
め
県
内
35
％
、
関
東
地
区

30
％
、
関
西
地
区
そ
の
他
35
％
）

申
し
込
み

広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
２
５
・
３
１
７
８
）

２
０
１
６
年
７
月
号（
１
３
０
号
）
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三
井
住
友
海
上
文
化
財
団

■
主
管　

萩
市
文
化
協
会
・
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

古
地
図
を
片
手
に
萩
を
歩

こ
う

　

江
戸
時
代
の
古
地
図
が
そ
の
ま

ま
使
え
る
萩
の
町
。
古
地
図
を
片

手
に
ガ
イ
ド
の
案
内
で
萩
の
ま
ち

を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

※
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
。

○
豪
壮
な
武
家
屋
敷
の
面
影
が
残

る
堀
内
伝
建
地
区

■
と
き　

９
月
17
日
か
ら
の
毎
週

土
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
～
、
９

月
18
日
か
ら
の
毎
週
日
曜
日
、
祝

日
、
午
後
１
時
～
（
い
ず
れ
も
約

90
分
）

■
集
合
場
所　

萩
博
物
館
正
面
玄

関
申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

ビ
ッ
グ
ア
ニ
マ
ル
大
接
近

夏
期
特
別
展〜

地
球
を
ゆ
る
が
す
巨
大
動
物
た
ち
〜

衝
撃
！

９
月
25
日（
日
）ま
で

　

近
年
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
大
ブ
レ
イ
ク
し
た
謎
の

巨
大
ダ
ン
ゴ
ム
シ
、ダ
イ
オ
ウ
グ

ソ
ク
ム
シ
。今
回
の
特
別
展
で
は
、

ホ
ル
マ
リ
ン
浸
け
標
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
ウ
グ
ソ
ク
ム
シ
は
ダ
ン

ゴ
ム
シ
の
仲
間
で
は
最
大
の
種
類

で
す
。
展
示
標
本
は
全
長
26
㎝
で

す
が
、
最
大
の
も
の
で
は
76
㎝
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
大
西
洋

や
イ
ン
ド
洋
の
深
海
に
生
息
し

ま
す
。「
グ
ソ
ク
」
と
は
「
具
足
」

つ
ま
り
鎧
の
こ
と
で
す
。

　

謎
だ
ら
け
の
い
き
も
の
で
、
背

泳
ぎ
が
得
意
で
あ
っ
た
り
、
普
段

は
海
底
で
死
ん
だ
魚
の
死
骸
な
ど

を
食
べ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
飢

え
に
強
く
、
国
内
の
水
族
館
で
飼

育
さ
れ
た
も
の
が
、
５
年
以
上
何

も
食
べ
ず
生
き
続
け
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
駿
河
湾
に
は
小
型
版
の

オ
オ
グ
ソ
ク
ム
シ
が
い
て
、
揚
げ

て
食
べ
る
と
エ
ビ
の
よ
う
な
食
感

だ
そ
う
で
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
会
期
中
無
休
。

カプセルトイでダイオ
ウグソクムシのバッジ
が当るかも！？

ちょっとグロテスクな
腹部も大公開！

（
２
５
・
３
１
７
７
）

○
港
で
栄
え
た
商
家
の
町
並
み
が

息
づ
く
浜
崎
伝
建
地
区

■
と
き　

９
月
か
ら
の
毎
週
土
曜

日
、
午
後
２
時
～
（
約
60
分
）

■
集
合
場
所　

旧
山
村
家
住
宅

（
浜
崎
）

申
し
込
み

浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会

（
２
２
・
０
１
３
３
）

○
武
士
や
豪
商
の
屋
敷
が
建
ち
並

ぶ
萩
城
城
下
町

■
と
き　

毎
週
日
曜
日
、
午
前
10

時
～
（
約
90
分
）

■
集
合
場
所　

中
央
公
園

申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド
協
会

（
２
５
・
３
５
２
７
）

○
萩
藩
永
代
家
老
益
田
家
の
本
領

地
の
町
割
り
が
残
る
須
佐
武
家
町

■
と
き　

９
月
か
ら
の
毎
日
、
午

前
10
時
～
（
約
１
２
０
分
）

■
集
合
場
所　

須
佐
歴
史
民
俗
資

料
館
「
み
こ
と
館
」

申
し
込
み

須
佐
公
民
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
１
０
）

　

萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念

事
業
、
維
新
劇
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
～
若
き
志

士
た
ち
～
２
０
１
６
」
を
８
月
28

日
に
上
演
し
ま
す
。

　

６
年
ぶ
り
の
上
演
と
な
る
、
萩

発
オ
リ
ジ
ナ
ル
維
新
劇
。
一
般
公

募
し
た
出
演
者
も
含
め
、
約
70
人

に
よ
り
、
吉
田
松
陰
の
生
涯
を
描

く
と
と
も
に
、
彼
の
遺
し
た
数
々

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
現
代
に
伝
え
る

地
域
発
信
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
。

■
と
き　

８
月
28
日
（
日
）
午
後

維
新
劇
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
～

若
き
志
士
た
ち
～
２
０
１
６
」
い
よ
い
よ
上
演
間
近
！

２
時
～
４
時
、
午
後
６
時
～
８
時

（
２
回
上
演
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日

５
０
０
円
増
）

■
販
売
場
所　

市
民
館
（
平
日
の

み
）、ア
ト
ラ
ス
萩
、サ
ン
リ
ブ
萩
、

萩
楽
器
店

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
内 

萩
・
明
治
維
新

１
５
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
２
５
・３
３
４
２
）

8

大人気のダイオウ
グソクムシ
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■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

開催中〜8/26㊎
　　　夏休み子ども教室 10:00〜 明木図書館
開催中〜9/30㊎
　　　オリンピックを応援！資料展 9:00〜 明木図書館
毎週㊋　
フリートーキングwithティリー 17:00〜 萩図書館
 毎週㊎ 
 まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

16㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
17 ㊌ としょかん通信をつくろう 10:30〜 明木図書館

19 ㊎ 夏休み工作会
オリジナルモビールを作ろう 14:00〜 須佐図書館

24㊌  「草の芽」のおはなし会 10:30〜 明木図書館
26㊎  イラスト教室 15:00〜 明木図書館

27㊏  ライブラリーセッション「潜水医学について」
 （玉木病院 院長 玉木英樹）　   13:30〜　 萩図書館

【休館日】 須佐図書館：17㊌、22㊊、29㊊
   　　　明木図書館：22㊊、29㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜むつみ農村改善セ

13:30〜福栄保セ
　乳児相談（要予約）
　健康づくり教室

17㊌
30㊋

田万川・須佐 地域

19:30〜須佐保セ
9:30〜弥富公民館

10:00〜小川交流セ
14:00〜須佐保セ

　元気もりもり体操会
　弥富ウエルネス教室
●すくすく相談　
　みんなの健康運動教室

18㊍
22㊊
24㊌
26㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667

17㊌
24㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00〜
13:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ

9:30〜市民館、総合福祉セ
10:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ
13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜堀内公会堂

10:30〜中央公園

18㊍

21㊐
23㊋

24㊌
25㊍

26㊎

●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　健康フェア
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健診
●1歳6か月児健診
●5か月児相談　
　堀内健康教室
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

19㊎ •萩市長杯争奪バレーボール大会（高校の部）　
9:00〜市民体育館

20㊏

•会長杯争奪大会兼西日本軟式野球大会（B級）
　（8/20、21、27、28、9/10、11）　13:30〜萩スタジアム

•川上地域職域ソフトボール大会
9:00〜川上中グラウンド                                                                          

•カヌー教室　　　　　　9:00〜阿武川特設カヌー場

21㊐

•萩地区中学校新人ソフトテニス大会
　　　　　　　　　　　　　　　8:30〜萩市テニスコート
•朝日レディースバレーボール大会

　9:00〜市民体育館
•山口県知事旗レディースソフトボール大会

9:30〜萩スポーツ広場

25㊍
•軟式野球フレッシュマンズカップ

9:00〜萩スタジアム
•萩市中学・高校団体対抗卓球大会　

9:00〜市民体育館
26㊎ •むつみ地域ふれあいソフトバレーボール大会

19:30〜むつみB＆G海洋センター体育館

27㊏
•萩サマーチャレンジ交流大会（ミニバスケットボ
　ール・男子の部）　　　　　　　　　 9:00〜市民体育館
•カヌー（ワイルドウォーター、スラローム）ジャパン
　カップ（〜8/28）　　　　　　9:30〜阿武川特設カヌー競技場

28㊐

•むつみ地域桃太郎杯軟式野球大会
　　　　　　　　　　　　　　8:30〜むつみグラウンドほか
•萩オープンテニスダブルス大会（夏季）

　　　9:00〜萩市テニスコート
•福栄地域球技大会　9:00〜福栄グラウンドほか

10:00〜旭マルチメディアセ
10:00〜旭マルチメディアセ

●乳幼児相談　
　あさひ健康運動教室

17㊌
23㊋

地域川上・旭

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
18㊍ ピヨピヨ「おまつりごっこ」 10:30〜11：30
24㊌ 国際交流員ティリーとあそぼ（子ども図書館）  16:00〜
25㊍ 子育て相談 10:30〜11：30
26㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
23㊋、30㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
　　   親子遊び「ぽっぽの会」　　　　   　 10:30〜11:30
23㊋ （水遊び）※水着持参
         発達相談日                                      11:30〜15:00

○ふたりの桃源郷
○インデペンデンス・デイ：リサージェンス
○ファインディング・ドリー
○植物図鑑
○クレヨンしんちゃん 爆睡！ユメミーワー
ルド大突撃

上映中
上映中
上映中
上映中

上映中
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情報カレンダー日月火水木金土
52

87 10 1112 13
16

22 23
14 18 19 2017
21 26 2725
15

29 3028
24

9

31

1 3 4 6

※小児科は、29日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝8時
　土曜の当番は、正午〜翌朝8時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前9時〜午後４時、午後５時〜翌朝8時
　歯科は午前9時〜正午、午後1時〜3時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合　消防テレホンサービス
（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル 24 で確認してください。

AM8:30〜PM５：30

阿北地区
休日当番医

21日㊐
28日㊐

［内外科］
［内外科］

福賀診療（阿武町）
休日急患診療セ

08388・5・0863
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊋
○心配ごと相談 　 （13:30〜/総合福祉センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 柳井（橋本町） 22・0748

17㊌
○年金出張相談　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/須佐総合事務所）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

18㊍
●行政相談　　　　　　　　　　　　（10:00〜/むつみコミュニティセンター、 外科 大藤（椿） 21・0002

13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
●山陰自動車道（益田〜萩間）整備促進決起大会　　（14:00〜/市民館大ホール）

19㊎
●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 花宮（平安古町） 25･8738
●萩市学校教育研究発表大会 （13:00〜/市民館大ホール）内科 市原（塩屋町） 22･0184
●認知症キッズサポーター養成講座 （13:30〜/児童館）

20㊏
●特別列車 萩びーびートレインで行く！日帰り 萩★海のパラダイスツアー 外科 田町（東田町） 24・1234

（9:00〜萩駅〜須佐駅）内科 みやうち（椿） 25・2500
○むつみ夏まつり　　　　　　　　　　　（10:30〜/むつみコミュニティセンター）

21㊐
●萩市健康フェア　　　　　　　　（9:30〜/市民館小ホール、総合福祉センター）内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

22㊊
●萩市人権教育指導者養成講座③ （14:00〜/市民館小ホール）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 波多野（堀内） 25・2788

23㊋
○心配ごと相談　　　　　　　　 （9:30〜/弥富老人憩の家）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

24㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●萩市人権教育指導者養成講座④ （14:00〜/市民館小ホール）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

25㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 萩市民（椿） 25･1200
○たまがわ夏まつり （17:00〜/江崎漁港弁天公園）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

26㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

27㊏
外科 兼田（吉田町） 22・1113
内科 柳井（橋本町） 22・0748

28㊐
●萩市消防操法大会 （12:30〜/橋本川玉江河川公園）内科・歯科（外科）
●維新劇・創作ミュージカル「SHOWIN〜若き志士たち〜2016」 休日急患診療センター（椿）26・1397

（14:00〜、18:00〜/市民館大ホール）

29㊊
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

小児科 いわたに（椿東） 24･2100

30㊋
○無料法律相談会 （9:00〜/市民館）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 市原（塩屋町） 22･0184

31㊌
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 波多野（堀内） 25・2788

1㊍
●9月萩市議会定例会 〜21日 （10:00〜/萩市議会議場）

  2㊎
　　　　　　　　　　　

9

16 →31日 日

8月
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■人の動き（平成28年7月末日）
人口／50,099人（前月−44）
男／23,061人（前月比−15） 女／27,038人（前月比−29）
世帯数／24,032世帯（前月比−3） 出生／11人  死亡／69

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※7月16日〜7月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　藩士斎藤家に生まれ、のちに境家の養子となります。
15 歳の嘉永3 年（1850）、藩校明倫館で教授する山

や ま

鹿
が

流
りゅう

兵学師範吉田松陰の門人となります。18 歳のと
き、江戸に遊学し、鳥

と り

山
や ま

新
し ん

三
ざ ぶ

郎
ろ う

が主宰する蒼
そ う

龍
りゅう

軒
け ん

塾
じゅく

で
松陰と再会し親交を結びます。安

あ ん

政
せ い

3 年（1856）、21
歳のときに松下村塾に入り、「就

なかんずく

中勉学する者二人」と
して中

な か

谷
た に

正
しょう

亮
す け

とともに松陰から勉学ぶりを称賛され
ました。
　安政5年、再び江戸に遊学し、文久元年（1861）長府・
徳山両藩公

こ う

子
し

の教育掛
がかり

に任じられます。さらに文久3
年、明倫館文章掛、慶応元年（1865）各種記録編

へんしゅうがかり

輯 掛
を歴任します。
　明治2 年（1869）、藩制改革により藩の権

ごんの

大
だ い

参
さ ん

事
じ

に任命され、のちに山口中学で教鞭をとります。明治5
年、島根県に赴任、のちに島根県権

ごんれい

令（現在の副知事）
に昇進して県令（現在の県知事）の佐藤信

の ぶ

寛
ひ ろ

を補佐し、
県会開設に尽力します。明治11 年には島根県令とな
り、主に基幹道路の改修問題に取り組みました。
　明治16 年に退官して萩に帰り、明治23 年、品川弥

や

二
じ

郎
ろ う

らの賛同を得て松下村塾の保存会を発足させ、塾
舎の補修を行うとともに、土蔵造りの小

しょうし

祠（松陰神社
の前身）を建てました。

境
さかい

　二
じ

 郎
ろ う

県会開設に尽力した島根県令

【生没年】　1836 〜 1900 年（天保 7 〜明治 33）
【享　年】　65 歳
【誕生地】　長門国萩土原村（萩市）
【墓　所】　萩市川島（善福寺）

萩・幕末維新
人物ものがたり

⑤

松陰神社蔵

　高佐下の伏
ふ す ま

馬山の山すそ一面に広がる約 10 万本
のひまわり。むつみ地域のシンボルを継承するため
に今年、地元住民で「むつみひまわり咲かせ隊」を
結成。7 月 31 日には、ひまわりロードフェスタが
開催され、写真を撮る家族連れやスケッチをする子
どもたちなど、多くの見物客で賑わいました。

夏真っ盛り！むつみ地域に
咲き誇る圧巻のひまわり
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